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オ ウ ト ウシ ョ ウジ ョ ウパエ に よ る オ ウ ト ウの被害と そ の生活環

さ さ き
福島県果樹試験場会津試験地 佐 々 木

は じ め に

オ ウ ト ウ 果 実 に 寄生す る 害虫 に は， オ ウ ト ウ ハ マ ダ ラ

ミ ノ Tエ Rhacochlaena japonica や オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ

パ エ Drosoρhila suzukii な ど が知 ら れ て い る (上野，

1989) 。 日 本産 の シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ は 16 属， 236 種， こ

の 内 216 種が学名 を 持 つ も の と し て 発表 さ れて い る ( 岡

田， 1979) 。 こ れ ら の 中 でオ ウ ト ウ の健全 な 果 実 に 産卵

し ， 成虫 ま で発育す る の は オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ一

種 で あ る (佐々 木 ・ 佐藤， 1995) 。 本種 は， 腐敗や傷 つ

い た 果実 よ り も む し ろ 健全な果実 に 寄生す る 点や鎌状の

産卵管 を持つ な ど， 他の シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ に は見 ら れな

い特徴 を 有 し て い る 。 特 に 雌 の 導卵突起 (egg-guide)

に は葉片上 に鎌状の歯列が あ り ， こ れでオ ウ ト ウ の果皮

を 破 っ て産卵す る (北川， 1979) 。 こ の様 な 導卵突起 を

有 す る の は， 本 種 と ニ セ オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ パ エ

DrosoPhila ρulchrella で あ る (佐々 木 ・ 阿 部， 1993) 。

ま た ， 雄は麹の先端 に黒色斑点が見 ら れ， 他種 と の 区別

は比較的容易 で あ る 。

本種の生態 に つ い て は神沢 (1939) に よ っ て詳 し く 調

べ ら れて い る が， 不明な点 も 残 さ れて い る 。 今回， こ れ

ま で に 明 ら か に な っ た 知見 に つ い て 紹介 し ， 参考 に 供 し

た い。

I オ ウ ト ウ での被害状況

1991�94 年の 4 年間， 5 月 中旬か ら 7 月 中旬 ま で ほ ぽ

7 日 ご と に ， 各調査圃場 の 3 樹か ら そ れ ぞれ 100 果 を 選

び， シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ に よ る 被害の有無 を調査 し た 。

ま さ
正 岡1

オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ は オ ウ ト ウ の果皮 を破 っ て

果肉内 に産卵 し ， 幼虫が不規則 に 果 肉 を 食害す る た め ，

果実 は 黒褐色 を 呈 す る 。 1991 年 に お い て シ ョ ウ ジ ョ ウ

パエ の被害果 は， 福 島市 中 野 に お い て 6 月 10 日 よ り 認

め ら れ， 6 月 24 日 に は そ の 他 の 3 闘場 で も 認 め ら れた 。

伊達町箱崎以外の 圃場では， 収穫終了後の 7 月 1 日 に は

取 り 残 さ れ た 果 実 の 大半 は 食害 さ れ て い た (表ー1) 。 被

害果の発生 は調査年次や調査園場 に よ っ て 多少差 は あ っ

た が， い ずれ も オ ウ ト ウ の収穫期間 中 に 見 ら れ， 被害 は

収穫末期 に 集 中 し た 。 な お ， オ ウ ト ウ ハ マ ダ ラ ミ パエ の

被害果 は， 各調査年次 の い ずれの調査圃場で も 認め ら れ

な か っ た 。

採取 し た オ ウ ト ウ の被害果 を プ ラ ス チ ッ ク 容器 (直径

16 cm X 高 さ 13 cm) に 入 れ， 25 士 20C， 16 L 8 D の恒温

器中で保存， そ こ か ら 羽化す る シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ の種 と

数 と を 調査 し た 。 容器 に は 厚 さ 1 cm の ス ポ ン ジ を 敷 い

て 水 を 含 ま せ， ふ た の 中央 に 直径 2 cm の穴 を あ け て 綿

栓 を し た 。

被害果か ら 羽化 し た シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ は， シ ョ ウ ジ ョ

ウ パ エ 属 Drosophila の オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ パ エ D.

suzukii， ニ セ オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ ノ Tエ D. ρulchrella，

キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ D. melanogaster， カ オ ジ ロ シ

ョ ウ ジ ョ ウ パエ D. auraria の 4 種 と 未同定種で あ っ た 。

こ れ ら 4 種の う ち 1991 年か ら 1994 年 ま で の い ずれの年

次 で も ， 表 -2 に 示 し た よ う に 被 害 果 か ら 羽 化 し た D.

suzukii の割合 は 80�99 % と ， 他種 を 圧倒 し て い た 。 D.

melanogaster や D. auraria が羽化 し た 果実 は， 損傷や

腐敗 し た も の が多 か っ た 。 D. ρulchrella は 福 島 市 中 野

表 - 1 オ ウ ト ウ での シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ類の被害果発生推移 (1991)

6 月 10 日 6 月 17 日 6 月 24 日 7 月 1 日
調査場所

調査果数 被害果率 調査果数 被害果率 調査果数 被害果率 調査果数 被害果率
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l . 0  
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3 . 5  
2 . 0  
4 . 3  
3 . 3  

100 
60 
30 
50 

100 
83 . 3  

100 
26 . 0  

注) : 調査品種 : 箱崎では ナ ポ レ オ ン， そ の他では佐藤錦.
収穫開始時期 : 平野 6 月 10 日 ， 中野 6 月 7 日 ， 伏黒 6 月 4 日 ， 箱崎 6 月 19 日 .

Life Cycle of the Cherry Drosophila and its damage to Cherry Fruit. By Masatake SASAKI 

( キ ー ワ ー ド : オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ， オ ウ ト ウ ， 生活環)
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表 - 4 熟度の異な る 果実 で の オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ の産卵数
(1993) 

オ ウ ト ウ 被害果か ら 羽化 し た シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ の種類 と 数表 - 2

放飼後産卵数 (累計)
1 日 3 日 5 日

実果

着色糖度

o 0 
15 . 0  22 . 0  
9 . 6  20 . 4  

32 . 0  
6 . 4  36 . 2  39 . 4  
0 . 6  7 . 0  18 . 0  
3 . 2  28 . 4  37 . 2  

4 . 2  のり
'i
n4
qo
qo
nυ
唱i

8 . 0  
1 1 . 2  
12 . 5  
17 . 1  
1 7 . 9  
10 . 5  
14 . 5  

果重 (g)

2 . 8  
4 . 7  
5 . 7  
6 . 1  
5 . 9  
3 . 5  
6 . 。

そ の{也D.a. D.m. h一
0
0
1
0

D.s 調査果数年次

調査月 日種品nHU
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旬目ム
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a込170 (80) 
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115 (83) 
289 (99) 

43 
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71 
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6/16 
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6/19 
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注) : 数値は調査圃場 4�5 か所の合計値， ( ) は割合% を示す.
D.s は D. 四油・ï， D.p. は D. pulchrella， D皿 は D 脚伽伊脚
D.a. は D. auraia を示す.

オ ウ ト ウ 健全果での シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ の産卵数 と 羽化数
( 1994) 

表 - 3

注) : 着色程度 0 : 果実全体が背 く 硬い， 1 :  1/3 ま で着色，
2 : 2/3 ま で着色， 3 :  2/3 以上着色.

melanogaster や D. auran'a は健全果 に 産卵 で き な い た

め， 収穫末期 の損傷や腐敗 し た 果実 に 寄生す る と 考 え ら

れ る 。 D. pulchrella の雌成虫 は， D. suzukii と 同様 に 鎌

状の産卵管 を有す る 。 本穫 は放飼試験 に お い て健全果の

果皮 を 破 っ て産卵 し ， 成虫 ま で発育す る こ と が明 ら か に

な っ た 。 し か し， 被害果か ら の羽化数 は こ れ ま で に l 頭

だ け認 め た に す ぎ な い の で， オ ウ ト ウ 果実 に 寄生 し て い

る か ど う か明確 に は言 え な い。 こ の た め ， オ ウ ト ウ 果実

での寄生状況 に つ い て さ ら に 検討す る 必要が あ ろ う 。

羽化数

D. s. 

D. p. 

3 . 4 (0�9) 
13 . 8 (O�23) 
8 . 8 (O�25) 
9 . 0 (5�18) 

。
。

産卵数

15 . 4 (8�19) 
22 . 0 (O�37) 
13 . 6 (O�40) 
27 . 0 (26�59) 

。
。

供試品種

ナ ポ レ オ ン

佐藤錦

種類

D. a. 
D. m 

注) : 各種類 ご と に雌雄 l 頭 ず つ 24 時開放飼 し た . 数値 は 3�5
反復の平均値， ( ) は最小~最大値 を 示す.

越冬 お よ び発生回 数

1993 年 11 月 17�30 日 に か け て ， プ ラ ス チ ッ ク 容 器

に成虫 9�18 頭 を放飼 し ， 福島果試場 内 の 百葉箱中 お よ

び雨水や雪解 げ 水の あ た る 作業小屋の軒下 に 容器 を そ れ

ぞれ設置 し， 1994 年 4 月 4 日 に 成 虫 の 生存 数 を 調 査 し

た 。 容器 に は 厚 さ 1 cm の ス ポ ン ジ を 1 枚敷 い て 水 を 含

ま せ， ふた に は小 さ な 穴 を 全面 に あ け た 。 生息場所 と し

て乾燥 さ せ た オ ウ ト ウ の落葉， ま た は長 さ 約 5 cm に 切

っ た 稲わ ら を 容器一杯 に 入 れ， リ ン ゴ を 餌 と し て 与 え

た 。 な お ， 百葉箱中 に 置 い た 容器 は ス ポ ン ジ が乾い て い

た た め ， 1994 年 3 月 10 日 に 水 を 補給 し た 。

D. suzukii は 設 置場所 (百葉箱， 軒下) に か か わ ら

ず， 生息場所 と し た 落葉 ま た は稲わ ら の下で越冬 し た 。

供 試 虫 数 は 少 な か っ た も の の， 生 存 率 は 落 葉 で

11�23%， 稲 わ ら で 22% で あ っ た (表 5) 。 成虫 の死亡

に は低温だ け で な く ， 飼育容器内 の 乾燥や水滴 な どが影

響 し た と 考 え ら れ る 。 神沢 ( 1939) に よ る と ， 発育ス テ

ー ジ の 中 で低温 に 耐 え ら れ る の は成虫だ け で あ り ， 成虫

が落葉下な どで越冬 し て い る と 考 え ら れて い る 。 今回，

百葉箱や軒下で は あ っ た が， 成虫が落葉や稲わ ら の下で

越冬す る こ と を確認 し て お り ， 今後 さ ら に検討 し て ， 自

然条件下での越冬場所 を 特定す る 必要が あ ろ う 。
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に お い て ， 1993 年 7 月 30 日 に 採取 し た 果実 か ら l 頭 を

確認 し た の み で極 め て 少 な か っ た 。

次 に ， シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ の オ ウ ト ウ 果実への寄生の可

否 を 確認す る た め に ， 傷の な い健全果， 剥皮 し た 果実お

よ び熟度 の異な る 果実 に つ い て ， そ の産卵能力 を検討 し

た 。 ま た ， オ ウ ト ウ に産下 さ れた 卵 の発育 に つ い て も 調

査 し た 。 供試 し た 4 種類の シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ は， オ ウ ト

ウ の 被 害 果 か ら 採 集 し ， ス ラ イ ス し た リ ン ゴ を 餌 に

25 :t 20C， 16 L 8 D 条件下で累代飼育 し た 個体であ る 。

健全果の果皮 を破 っ て 産卵 し ， 成虫 ま で発育 し た種類

は， D. suzukii と D. ρulchrella で あ っ た が， 2 種聞 に産

卵数お よ び羽化数 の 差 は 認 め ら れ な か っ た (表-3) 。 ま

た ， 両種 と も 果 皮 の あ る 側 の 方 に 多 く 産 卵 し た 。 D.

melanogaster や D. auraria は健全果 に は産卵で き な か

っ た が， D. melanogaster は果皮 の な い 側 に 産卵 し ， 成

虫 ま で発育 し た 。 し か し ， D. auraria は果皮の表面 に 産

卵 し た も の の成虫 ま で発育 し な か っ た 。

D. suzukii の産卵数 は， 糖度が高 く 着色程度 3 の果実

で最 も 多 か っ た 。 し か し糖度が低 く 果皮 の硬い着色程度

。 や 1 の 未熟 な 果 実 で も ， 雌 は 果 皮 を 破 っ て 産卵 し た

(表-4) 。 自 然条件下では未熟な果実への寄生 は認め ら れ

なか っ た が， 熱果で な く と も 産卵 し ， 成虫 ま で発育す る

と 考 え ら れ る 。

以上の結果か ら ， 福島 県 で は オ ウ ト ウ 果実 に 寄生す る

主要な害虫は， D. suzukii で あ る こ と が判 明 し た 。 D.
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次 に ， 年間の発生回数 を調べ る た め ， 越冬試験で生 き

残 っ た 雌 3 頭 と 雄 l 頭 を 供試 し， 1994 年 4 月 4 日 か ら

野外 で の 飼育 を 開始 し た 。 プ ラ ス チ ッ ク 容器 に 厚 さ 1

cm の ス ポ ン ジ を 1 枚敷 き 水 を 含 ま せ， そ の 上 に 餌 と し

て イ チ ゴや オ ウ ト ウ ， リ ン ゴ な ど を置 き ， 成虫 を 5 日 開

放飼 し た 。 容器 は百葉箱 中 に 置 き ， 産卵が認め ら れな か

っ た場合 に は， 放飼 を何回か繰 り 返 し た 。

越冬成虫 の産卵 は 4 月 23 日 以 降 に 見 ら れ， 第 l 世代

成虫 は 5 月 18�19 日 に 羽化 し， 産卵が認め ら れ て か ら

羽化 す る ま で 25 日 を 要 し た 。 以 下， 第 2 世代成虫 は 6

月 1O�14 日 ， 第 3 世代成 虫 は 7 月 2�10 日 ， 第 4 世代

成虫 は 7 月 18�19 日 に 羽化 し た 。 し か し， 第 5 世代 で

は産卵 は確認 さ れた が成虫 ま で発育 し な か っ た。 そ の原

因 と し て ， こ の 試験期間 の 平均気温 は 300C以下で あ っ

た が， 最高気温 は 32�350Cの 日 が続 き ， 高 温 の 影響 で

成虫 ま で発育で き な か っ た も の と 考 え ら れた。

第 5 世代成虫 が得 ら れ な か っ た の で， 8 月 10 日 に 場

内 の ブ ラ ッ ク ペ リ ー果実 に 寄生 し て い た幼虫 を ， 百葉箱

中 で飼育 し， 得 ら れ た 雌雄各 2 頭 を 供試 し ， 8 月 16 日

か ら 再び試験 を 継続 し た 。 1 世代 目 の成虫 は 9 月 6"-'10

日， 2 世代 目 は 10 月 1�4 日 ， 3 世代 目 は 10 月 29 日 ~

11 月 2 日 に 羽化 し た が， 1 1 月 2 日 以 降， 産卵 は 確認 さ

れ な か っ た 。

以上の結果か ら ， 成虫の発生回数は 4 月 下旬か ら 7 月

下旬 に か け て 4 回， 8 月 中句 か ら 11 月 上句 に か け て 3

回， お よ び 8 月 10 日 に 採取 し た ブ ラ ッ ク ペ リ ー か ら の

表-5 越冬条件の違い に よ る オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウノ fエ成虫の生存率

試験区 生息条件 設置場所 供試虫数 生存虫数 生存率%

A 落葉 百葉箱 16 (8) 。 。
B 落葉 百葉箱 13 (7) 3 (2) 23 
C 落葉 軒下 9 (6) 1 (1 ) 1 1  
D 稲わ ら 百葉箱 18 (9) 4 (3) 22 

E 落葉 軒下 24 。 。

F 落葉 軒下 12 4 (3) 33 

G 落葉 軒下 10 3 (2) 18 

注) : A�D 設置 は 1993 年 11 月 17�30 日 ， 生存調査 は 1994 年 4
月 4 日 ， ( ) 雌数， E�G 設置 は 1994 年 12 月 13 日 ， 生存
調査は 1995 年 4 月 10 日 .

羽化 も 加 え る と ， 年聞 に 8 回で あ っ た 。

皿 発育 回 数 お よ び有効積算温度

1O�320C (16 L 8 D) の 温度 条件下 で， D. suzukii を

オ ウ ト ウ ま た は ス ラ イ ス し た リ ン ゴへ放飼 し ， 産卵の可

否 を 調査 し た 。 次 に 25 :1:: 20C， 16 L 8 D の 条件下で， D. 

suzukii の 雌雄各 3�4 頭 を 同様 の 餌 に 24 時間放飼 し，

産卵 さ せ た 。 産卵 さ れた 餌 を 1O�320C (16 L 8 D) の恒

温器 に 移 し ， 踊化 ま で に 要す る 日 数 を 調べた 。 さ ら に 婦

を嫡化 日 ご と に湿 ら せ た 炉紙 を 1 枚敷 い た シ ャ ー レ に移

し， 羽化 ま で に 要す る 日 数 を 調査 し た 。

1O�320Cで の 産 卵 状 況 を 見 る と ， 100C を 除 く 15�

320C に お い て産卵が認め ら れた 。 250C下で産卵 さ れた 卵

は， 100Cで は ふイじ す る が踊化せ ず， ま た 32"Cで は 嫡化

し で も 羽化 ま で至 ら な か っ た 。 卵か ら 成虫 ま での発育 日

数 は 150Cで約 30 日 ， 180Cで約 19 日 ， 220Cで約 14 日 ，

250C， 280Cお よ び 300Cで は 約 10 日 で あ っ た 。 婦 か ら 成

虫 ま で発育 し た 羽化割合 は， 250Cで 92%， 280Cで 85%，

300Cで 25%， 320Cで 0% で あ り ， 踊の発育 は 高温 ほ ど抑

制 さ れた 。 オ ウ ト ウ と リ ン ゴ の供試餌の違い に よ る 発育

日 数の差は， 250C と 280Cの間では認め ら れな か っ た 。

高温抑制 の 認 め ら れた 320C を 除 き ， 温度 と 発育速度

の 関係 は 表-6 に 示 す 回帰式 が得 ら れ， 卵~幼虫， 嫡期

間 お よ び卵~成 虫 の 有効積算温度 は そ れ ぞ れ 94， 76 お

よ び 173 日 度 で あ っ た 。 ま た ， 産卵 前期 聞 は 180Cで 7

日 ， 220Cで 5 日 ， 250Cで 3 日 で あ り ， 有 効積 算 温 度 は

38 日 度 で あ っ た 。 こ の 値 に 卵~成虫 の 有効積算温度 を

加 え ， 一世代 の有効積算温度 は 211 日 度 と 仮定 し た 。 こ

れ に 基 づ き ， 1994 年 の 野外飼育 で の 産卵 開 始 日 (4 月

23 日 ) か ら 羽化 し で も 産卵 し な か っ た 日 (11 月 2 日 )

ま での温量 を ， 8 . 80C (発育零点) 以 上 の 平均気温 か ら

計算 す る と 2 ， 374 日 度 と な り ， 年 間 1 1 . 3 回 (2 ， 374 ";-

211) の発生が可能 と な る 。 し か し， 野外飼育で は 8 回

の発生であ っ た こ と か ら ， こ の試算 と は必ず し も 一致 し

な か っ た 。 そ の原因 と し て は， 発生回数試験 に お い て第

5 世代 の成虫 は羽化 し な か っ た こ と ， 発育試験では 320C

で羽化が見 ら れず， ま た 300Cで は 羽化率が低 か っ た こ

と な どか ら ， 盛夏期の 高温 に よ る 発育抑制が あ る も の と

表-6 オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ の発育零点お よ び有効積算温度

ス テ ー ジ

卵~幼虫
鏑

卵~羽化
産卵前期間

回 帰 式

v =  - 0 . 0978 + 0 . 0105 T ( γ = 0 . 9609) 
v= - 0 . 1106 + 0 . 0133 T ( r = 0 . 9895) 
v= - 0 . 0510 + 0 . 0058 T ( r = 0 . 9840) 
v= - 0 . 3488 + 0 . 0265 T ( r = 0 . 9525) 
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発育零点 ("C) 有効積算温度 ( 日 度)

9 . 4  96 
8 . 4  76 
8 . 8  173 

13 . 1  38 
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オ ウ ト ウ 以外の寄生植物か ら 羽化 し た シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ の種類 と 数 (1993， 95) 表- 7
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調査果数

179 
20 
24 
60 

187 
31 
45 
26 

157 
30 
32 

167 

採取時期

* ソ メ イ ヨ シ ノ 5/20� 6/12 
* キ イ チ ゴ 6/ 3� 6/10 

ナ ツ グ ミ 6/12� 6/20 

ク ワ 6/25� 7/16 
プルーペ リ ー 7/ 1�10/14 

* ラ ズペ リ ー 7/16�10/20 
* プ ラ ッ ク ペ リ ー 7/18� 9/ 9 
* ナ ワ シ ロ イ チ ゴ 8/ 5� 8/13 
* モ モ 8/ 5� 8/10 
* ニ ワ ウ メ 8/29 
* イ ヌ ザ ク ラ 9/17� 9/25 

ア メ リ カ ヤ マ ゴ ボ ウ 9/15�11/10

寄生植物

ーーー匂F
1 1  12  

- ・0・ ・ オ ウ ト ウ

一+ー プル ー ペ リ ー ・
プ ラ ッ ク ペ リ ー

注) : 数値 は 2�5 回採取 し た 果実の合計値， * 印 はパ ラ 科 を示す.

250 

200 
捕

獲 150

推定 さ れた 。 こ の た め， 高温条件下 に お 砂 る 発育等 の生

態 に つ い て さ ら に検討す る 必要があ る 。

1992 年か ら 福 島 市信夫 山， 福島果試， 福 島 市飯坂町

中野， 伊達郡霊山町掛固 な ど数か所で寄主植物の探索 を

行 っ た 。 方法は果実 を そ れぞれの熟期 に 採取 し ， プ ラ ス

チ ッ ク 容器 に 入 れ 250Cの 恒温器 中 で保存， そ こ か ら 羽

化す る シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ の種類 と 数 を調査 し た 。

そ の 結果， 福 島 県 に お い て D. suzukii の 寄生が確認

さ れた オ ウ ト ウ 以外の植物 (健全果の場合) は， 果実の
熟期の早い順に ソ メ イ ヨ シ ノ ， キ イ チ ゴ， ナ ツ グ ミ ， ク

ワ ， ブルーペ リ ー， プ ラ ッ ク ペ リ ー， ラ ズベ リ ー， ナ ワ

シ ロ イ チ ゴ， モ モ ， ニ ワ ウ メ ， イ ヌ ザ ク ラ ， ア メ リ カ ヤ

マ ゴ ボ ウ の 5 科 12 種 (パ ラ 科 8 種， 外各 1 種 ず つ) で

あ っ た 。 本 種 の 健 全 果 で の 寄 生 植 物 と し て ， 神 沢

(1939) は ミ ザ ク ラ ， ヤ マ ザ ク ラ ， ブ ド ウ な ど 4 科 11 種

を， ま た行成 ( 1987) は ヤ マ モ モ を報告 し て い る 。 今回

新た に確認 さ れた寄主植物 は プルーペ リ ー， モ モ， ア メ

リ カ ヤ マ ゴ ボ ウ な ど 6 種で あ っ た 。 従来モ モ で は損傷部
や落果 に 寄生す る こ と が知 ら れて い た が， 健全果で も 寄

生す る こ と が確認 さ れた (表ー7) 。

な お， D. ρulchrella は オ ウ ト ウ に 寄生す る か ど う か

明かで は な い が， プルーペ リ ーや ラ ズペ リ ー な ど 6 種の

植物 に寄生す る こ と が判明 し た 。

5 6 7 8 

調査時期 ( 月 )

図 -1 食餌 ト ラ ッ プ に よ る オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ の
捕獲消長 (1993�例 年平均)

10 9 4 3 2 

AHU

AHV

 

AHV

Fhd

 

数
(
頭)

。

物植主寄W 

プ に は UBE ホ チ ュ ー キ (直径 10 cm x 高 さ 18 cm ・ 宇

都興産製) に ， 清酒 5 対蜂蜜 l の割合の混合液 を 入れた

も の を使用 し ， 調査の つ ど新 し い も の と 交換 し た 。

そ の結果 は 図-1 の と お り で あ る が， オ ウ ト ウ に 設置

し た ト ラ ッ プで は ， 1�4 月 お よ び 12 月 は 捕獲 さ れ な か

っ た 。 捕獲数 は 7 月 よ り 増加 し ， 9 月 に 盛期が見 ら れ，

そ の後減少 し た 。 プルーペ リ ー での 捕獲数 は オ ウ ト ウ と

比較す る と 約 2 倍程多 か っ た が， 捕獲消長 は オ ウ ト ウ と

ほ ぼ同様の傾向 で あ っ た 。 こ の福島果試場内 に お け る 捕

獲消長 は， 神沢 ( 1939) や佐々 木 ・ 阿部 ( 1993) の報告

に よ る 7 月 と 9 月 に ピ ー ク が見 ら れ る こ山型の発生 と 異
な っ た 。

捕獲調査 と 同時 に プルーペ リ ー と プ ラ ッ ク ペ リ ー に お

け る 寄生消長 を 明 ら か に す る た め ， 1993 年 7�10 月 ま

で ほ ぼ 7 日 ご と に ， 熟 し た 果実 を そ れぞれ 5�10 個ずつ

採取 し， 寄主植物調査 と 同様 な 方法で調査 を 行 っ た 。

そ の結果， ブルーペ リ ー での 寄生 は 7 月 1 日 の早生種

か ら 見 ら れ， 7 月 16 日 に 採取 し た 果 実 か ら の 羽化数が
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長

1993 年， 94 年の 2 年間， 福島果試場 内 の オ ウ ト ウ お

よ び早生種か ら 晩生種 ま での プルーペ リ ー に お い て ， 食

餌 ト ラ ッ プ を樹冠 内 の 地上 1�1 . 5 m の 高 さ に 設置 し，

1�12 月 ま で ほ ぽ 7 日 ご と に 捕獲数 を 調査 し た 。 ト ラ ッ

消生発V 
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4 5 6 7 8 9 10  11 12月最 も 多 か っ た 。 そ の後， 7 月 23 日 か ら 8 月 27 日 ま で採

取 し た 中生穫での羽化数 は減少 し た が， 9 月 2 日 か ら 10

月 14 日 ま で採取 し た 晩生種での羽化数 は再び増加 し た 。
ブ ラ ッ ク ペ リ ー で の 寄生 は ブル ー ペ リ ー よ り も 遅 く ， 7 

月 16 日 に 採取 し た 果実か ら 見 ら れ， 7 月 23 日 に 採取 し

た 果実か ら の羽化数が最 も 多 く ， そ の後羽化数 は徐々 に

減少 し た 。 D. suzukii の羽化数 は ブルーペ リ ー， ブラ ッ

ク ペ リ ー と も に ， 7 月 に採取 し た 果実 に 集 中 し て お り ，

先の捕獲消長結果 と や や異な っ た 。

羽 生 活 環

こ れ ま での知見 を総合 し ， 福島県 に お 砂 る D. suzukii 

の 生活環 を 推定 し た の が 図 -2 で あ る 。 本種 は成虫態で

越冬 し ， 越冬世代成虫 は 5 月 中旬 頃 に ソ メ イ ヨ シ ノ な ど

の サ ク ラ の 実 に 寄生す る 。 5 月 中旬以降 に オ ウ ト ウ 闘 に

飛来 し ， 6 月 上旬頃か ら 7 月 中旬 頃 ま でオ ウ ト ウ に 寄生

す る 。 そ の後， ク ワ ， プルーペ リ ー， イ ヌ ザ ク ラ な ど に

寄生す る が， 本種 は 多食性 な の で そ の他多 く の植物 に も

寄生 し て い る と 考 え ら れ る 。 福島県では ソ メ イ ヨ シ ノ よ

り 早 く 果実が熟す る 寄主植物 は確認 さ れて い な い た め ，

第 1 世代成虫 の発生 は 5 月 中旬 頃 よ り 見 ら れ る と 考 え ら

れ る 。 有効積算温度 か ら 推定 す る と ， 発生回 数 は 6�7

月 の オ ウ ト ウ 収穫期間 中 に み 4 回， 年間で 10 回程度 と

ヨヨヨヨごむ
0 シ ン ポ ジ ウ ム 「施設防除を考え る J の開催 に つ い て
・主 催 : 社団法人 日 本植物防疫協会
・趣 旨 : 近年， 天敵等 の生物農薬の観点か ら 施設園芸

が注 目 さ れがち であ る が， 効率的かつ 高品位
な農産物生産 の う え で は ， 化学農薬の よ り 安
全 ・ 省力 か つ適切な使用 が依然 と し て重要な
課題 と い え る 。 そ こ で， 施設の 防除 を め ぐ る
今 日 的 な課題等 に つ い て総合的 に検証 し ， 最
近の新 し い技術 に も 目 を 向 け なが ら 今後の方
向性 を探 る 。

・ 日 時 : 平成 10 年 9 月 1 日 (火) 10 : OO� 1 7  : 00 
・参集範囲 : 農水省 ・ 都道府県 の試験研究 ・ 行政機関の

関係者， 農薬業界 ・ 防除機業界の 関係者， 関
係 団体等 定員 500 名

・場 所 : 東京都北 区西 ケ 原 1-23-3 r滝野川 会館J
TeI. 03-3910-1651 

. プ ロ グ ラ ム :
10 : 00 開会
座長 : 農林水産省野菜 ・ 茶業試験場 手塚信夫氏
1 . 宮崎県 に お け る 施設の防除の現状 と 問題点

宮崎県病害虫防除所 岡 田 大氏
2 . 千葉県 に お け る 施設の 防除の現状 と 問題点
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図 - 2 福島 県 に お け る オ ウ ト ウ シ ョ ウ ジ ョ ウ バエ の 生活

環

推定 さ れ る 。 食餌 ト ラ ッ プで は 成虫 は 5�11 月 に 捕獲 さ

れ， そ の 盛期 は 7 月 か ら 9 月 に か け て 見 ら れ る 。 1�4

月 お よ び 12 月 は 捕獲 さ れ な い の で， 越冬成虫 は そ の 期

間 ほ と ん ど活動 し て い な い と 考 え ら れ る 。

主 な 引 用 文 献
1 ) 神 沢 恒 夫 (1939) : 山 梨 県 立 農 業 試 験 場 業 務 年 報 :

1�63 
2) 岡 田 豊 日 ・ 北川 修 (1979) : シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ の 遺伝

実習 (森脇大五郎編) ， 培風館， 東京， 201 p. 
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5) 行成正昭 (1987) : 応動虫 32 : 146�148 

千葉県農業試験場 竹内妙子氏
12 : 00-13 : 00 昼食休憩
座長 : 農林水産省野菜 ・ 茶業試験場 河合 章氏
3 . 静岡県 に お け る 施設 の 防除 〈化学農薬 の ポ リ ネ ー タ

一等への影響 を 中心 と し て 〉
静岡県病害虫防除所 池田二三高氏

座長 : 生物系特定産業技術研究推進機構 戸崎紘一氏
4 . 施設防除での安全 ・ 省力 な化学農薬の施用技術

全農営農技術セ ン タ ー 近藤俊夫氏
15 : 00�15 : 10 休憩
5 . 常温煙霧機の現状 と 課題

有光工業株式会社 津田恭祐氏
座長 : 河合 意氏 (前出)
6 . 施設 に お け る フ ェ ロ モ ン の利用

高知県農業技術セ ン タ ー 高井幹夫氏
7 . 総括質疑 座長 : 手塚信夫氏 (前出)
17 : 00 閉会
・参加費 3 ， 000 円 ( 内訳 : 資料代 と 会場資)

昼食 は各 自 でお と り 下 さ い。
圃参加申 し込み

所定の 申込書 に よ り 8 月 17 日 ま で に 下記 あ
て に お 申 し込み下 さ い。
東京都豊島 区駒込 1-43-1 1 社団法人 日 本植物
防疫協会試験事業部
FAX. 03-3944-1399 (TeI. 03-3944-1561) 
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